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地域の概要

　上越市は、新潟県南西部（上越地方）に位
置する都市であり、冬の積雪量は、平成24年
に２mを超える量を観測したものの、最深で
も１mに満たない年も多く、また、沿岸部と山
間部では積雪量に大きな差がある。
　地域農業について、農業産出額で見ると、
作物別の構成比では米77％、園芸13％、畜産
10％と、米への依存度が高い。
　県内・上越管内ともに畜産農家戸数・頭数
は減少傾向にある。また、管内では高齢化が
進んでおり、後継者確保が課題となっている。

次世代に繋ぐ畜産経営を模索する
―笑顔で働ける、儲かる牛飼いを目指して―

株式会社 渡辺農場（肉用牛一貫経営・新潟県上越市）株式会社 渡辺農場（肉用牛一貫経営・新潟県上越市）

（表１）経営・活動の推移
年次 作目構成 飼養頭数 経営・活動の内容

昭和55年 乳用種肥育 肥育牛50頭 父が乳用種肥育牛を増頭し、木造牛舎を新設して、本
格的な肉用牛肥育経営へ

平成元年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛30頭 黒毛和種肥育主体に転換
平成13年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛30頭 研修のため渡米し、アメリカの農業について研修
平成15年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛30頭 地元企業に就職、牛舎で手伝いを開始
平成19年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛30頭 第52回新潟県肥育牛求評共励会で最優秀賞を受賞

平成20年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛40頭 新牛舎（パイプ構造）を増設し、増頭を開始
安心ブランド生産農場に認定

平成22年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛63頭 地元企業を退職し、本格的に就農
平成23年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛71頭 食品営業許可を取得し、自家産牛肉の販売を開始

平成27年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛77頭
育成牛2頭

肥育素牛価格の高騰を鑑み、自家産子牛生産のため繁
殖用を導入

平成29年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛87頭
成雌牛2頭 株式会社渡辺農場として法人化し、代表取締役に就任

令和元年 肉用牛肥育/稲作 肥育牛83頭
成雌牛5頭

さらなる規模拡大のため、令和2年度に向けて牛舎の
増築を計画

（写真１） 家族写真（左から3番目が渡辺洋一 代表
取締役）
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経営管理・生産技術の特色

【意欲的に肥育経営に参画】
　地元企業に勤めながら実家の肉用牛部門を
手伝っていたが、平成19年の第52回新潟県肥
育牛求評共励会で自分が肥育した牛が最優秀
賞を受賞したことをきっかけに、飼養管理の
すべてを担うようになった。以後、本格的な
就農を意識し、増頭計画に基づいた牛舎の新
築（増築）等、経営基盤を整備した後、勤務
していた地元企業を退職して農業（肉用牛部
門）に専念することとなった。
【経営を考慮した飼養規模の拡大】
　就農を意識してから、約30頭の規模では十

分な所得の確保が困難と考え、平成20年に牛
舎を新築し、88頭を目標に規模拡大に取り組
みはじめた。その際、資金繰りを考慮して一
気に増頭することはせず、年単位の計画を立
てることで順調に増頭を続けた。また、自家
産子牛生産の取組のために平成27年から成雌
牛の導入も行い、現在の規模は肥育牛と成雌
牛を合わせて86頭と、当初から50頭以上の増
頭を達成し、目標頭数となった。
　将来的な会社の経営や家族のことを鑑み、
十分な収入を得るために肥育牛を年間50頭程
度出荷することを目標に、２年後の令和４年
には、肥育牛111頭、成雌牛12頭とさらに増
頭する予定である。
　増頭に対応するため、平成27年に導入した
育成牛を収容できる簡易な飼養スペースを敷
地内に設置した。その後、平成29年に飼養ス
ペースを増築して12頭を収容可能にしたほ
か、令和２年７月現在、さらに20頭を収容で
きる牛舎を建設中である。
【自家産子牛の生産で子牛の高騰に対応】
　子牛の市場価格が高騰したことを受け、平
成27年に育成牛を２頭導入し、自家産子牛の
生産を開始した。まずは少頭数から始めて、
肥育牛の管理と両立できるか、経営の採算が
とれるのか調整しながら徐々に増頭し、令和

（表２）経営実績（令和元年）

経
営
の
概
要

労働力員数
（畜産・2000hr換算）

家族・構成員 2.2人
雇用・従業員 0.8人

成雌牛平均飼養頭数 4.8頭
飼料生産 実面積 0a
年間子牛分娩頭数 4頭
肥育牛
平　均
飼養頭数

肉用種 83.9頭
交雑種 0.0頭
乳用種 0.0頭

年　間
肥育牛
販売頭数

肉用種 45頭
交雑種 0頭
乳用種 0頭

収
益
性

所得率 24.2％

出荷肥育牛１頭当たり生産費用 1,300,661円

生
産
性

繁
殖

成雌牛１頭当たり年間子牛分娩頭数 0.83頭
成雌牛１頭当たり年間子牛販売頭数 0.21頭
平均分娩間隔 14.6ヵ月

肥
育
（
品
種
・
肥
育
タ
イ
プ
）

（
黒
毛
和
種
去
勢
若
齢
）

肥育開始時 日齢（月齢） 243日
体重 252kg

肥育牛
１頭当たり

出荷時 894日
出荷時生体重 851kg

平均肥育日数 651日

販売肥育牛１頭１日当たり増体
重（DG） 0.920kg

対常時頭数事故率 3.6％

販売肉牛１頭当たり販売価格 1,321,541円

販売肉牛生体１kg当たり販売価
格 1,553円

肉質等級４以上格付率 ※ 88.9％

もと牛１頭当たり導入価格 667,144円

もと牛生体１kg当たり導入価格 2,648円

（写真２） 新築牛舎（平成20年築、さらに新たな牛
舎も建築中）
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２年７月現在は４頭の成雌牛を飼養している
ほか、自家産の雌子牛３頭を保留する予定で
ある。
　令和元年に初めて自家産素牛の肥育牛を出
荷し、枝肉重量、肉質ともに納得のいく結果
であり、肥育部門と連携できるとの手応えを
得ることができたため、将来的に12頭まで増
頭する意向である。
【自家産牛肉販売への挑戦】
　自家産牛肉販売を始めたのは、枝肉価格が
安かった時期に、枝肉市場において枝肉格付
３等級となると枝肉販売収入が減少すること
から、収入の向上を図るために、自ら販売を
開始したことがきっかけである。卸業者等か
ら話を聞きつつ手探り状態で始めたが、今で
は継続して黒字計上するまでになっている。
　精肉や牛肉加工品を卸業者から買い戻し、
地域の消費者に直売しているほか、販路を自
ら開拓して、自家産牛肉を使ったステーキメ
ニューを地元レストランから提供してもらう
などの成果を上げ、枝肉販売以外での認知度

向上および収益拡大に努めている。
　これまでは自身の枝肉を重量や脂肪交雑の
度合いといった生産者の目線のみで評価して
いたが、卸業者とやりとりするうち、つくり
やサシの入り方といった販売者の目線で客観
的に評価できるようになった。現在は、枝肉
の結果を飼養管理にフィードバックし、卸業
者、ひいては消費者に好まれる肥育牛の育成
に努めている。
【法人化し経営継承】
　経営の将来を考えた中で、規模拡大などの
新しいことに今後も挑戦して行くには、一度、
経営内容を整理した上で、自身が若くて父が
元気なうちに経営を継ぐ必要があると思い、
その準備に入った。
　畜産経営に詳しい税理士の指導を受け、平
成29年１月に「株式会社渡辺農場」として法
人化し、代表取締役に就任した。これを機に
畜産経営の責任を負う立場となった。
【高い肥育成績の達成・維持】
　新しい分野に挑戦しつつも、高い肥育成績
を達成している。枝肉格付４等級以上率につ
いて、平成27年は77.8％であったが、令和元
年は88.9％まで向上し、５等級率も68.9％と
高い。
　また、高い肥育技術が評価され、令和元年
に新潟県統一ブランド「にいがた和牛」の肥
育名人に認定された。
　出荷牛の成績をエクセル上で管理し、個体

（写真３）自家産子牛

（写真４）自家産牛肉（令和元年の上物率は88.9％） （写真５） 牛舎内（作業性・快適性を重視）
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ごとに枝肉の特徴や導入時の状態、日々の飼
養管理での特徴を詳細に記録し、さらなる成
績改善に努めている。
　研修会やセミナー等に積極的に参加して、
さまざまな知見や最新情報を収集し、経営に
取り入れている。前例にこだわらず、柔軟に
さまざまな手法を実施することにより、技術
上の課題の解決や、さらなる肥育成績の向上
を図っている。
　個体観察の強化や清潔な牛舎環境により肥
育牛の死亡事故が少なく、増頭を開始した平
成20年から現在までの令和元年間で死亡した
のは７頭のみである。
　子牛の保温対策に力を入れ、飲水はこまめ
に中身を交換して常に温水となるように注意
しているほか、カーフジャケットの使用や保
温電球の設置により防寒対策を行っている。
【「もと牛費」と「飼料費」の低減】
　子牛市場で導入する子牛は、採算を考えて、
血統等が良くとも高値になりすぎるものは購
入せず、増体が低い等の課題があっても価格
が安く自身の飼い方に合うもと牛を選定して
導入することでもと牛費の低減を図ってい
る。そのために、過去に販売した牛の枝肉成
績と血統の関連性の分析やもと牛出品者との
交流等の情報収集など、市場前に入念に出場
子牛の調査を実施して子牛の能力を見極めて
いる。

　もと牛の中には発育不良や虚弱なものもい
ることから、導入後１～２ヶ月の飼い直しを
強化することで、肥育中期の増体を確保し、
１日あたり増体重が0.92kgと高い成績を達成
している。これらの取り組みにより、販売額
から素牛費を差し引いた１頭あたり増加額は
約76万８千円と、他の経営よりも約９万４千
円高い（令和元年度畜産経営診断指導データ
比較）。
　飼料用の稲わらは、給与量の約半分を地域
の稲作農家から堆肥交換等で安く仕入れてい
る他、濃厚飼料を給与ごとに計量することに
よって、個体ごとの飼料摂取量を把握し、ロ
スを減少させることで、飼料費の低減につな
げている。
【個体ごとの飼養管理の徹底】
　約３ヶ月ごとに全頭の体重・体高測定を行
い、個体ごとの発育を把握し、その測定結果
を 基 に 家 畜 保 健 衛 生 所 や 地 域 振 興 局、
NOSAI獣医師、JA等を交えて検討会を行っ
ており、関係機関からの助言を参考にして、
成績の悪い個体にはビタミンＡを補給する等
の改善対策を行っている。
　濃厚飼料は給与の度に計量して給与するこ
とで、肥育時期や増体量に応じた過不足のな
い給与に努めている。また、掃き寄せを必ず
行い、添加剤を加えることで食欲を刺激して、
給与分を確実に食い込ませるよう取り組んで

（写真６）給湯器 （写真７）カーフジャケット （写真８）保温電球
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いる。
【牛舎構造や設備の工夫】
　飼槽は人が歩く通路より低くなるよう設計
し、重い物を持ち上げる必要のある毎日の給
餌作業の労力の軽減を図っている。
　牛舎に給湯設備を設置し、冬期は温水を給
水することで、水道管の凍結を防ぐほか、牛
がストレスなく十分な飲水量を確保できるよ
うにしている。
　新牛舎は採光と換気に優れたパイプ構造を
採用している。また、屋根に断熱材を使用し
ており、天井も高く設計することで、夏は涼
しく牛に快適な環境となっている。
　換気扇の一部を直下型に設置して、敷料を
乾燥させている。これにより、牛がいつでも
横臥できる環境になっている。
【畜産安心ブランド生産農場の認定】
　公益社団法人新潟県畜産協会では、HACCP
方式を取り入れた高度な衛生管理手法を取り
入れて家畜を飼養している農場を「畜産安心
ブランド生産農場」として認定する事業を実
施している。当事例も平成20年に該当農場で
あるクリーンビーフ生産農場に認定され、消

費者の食の安全・安心の確保に貢献している。

耕畜連携の活動

【地域循環への取り組み】
　給与する稲わらは堆肥交換等で地域から収
集するとともに、地域の稲作・園芸農家に良
質な堆肥を提供している。
　地域のライスセンターから大量のモミガラ
を収集し、十分な敷料を確保している。また、
ライスセンターからはモミガラの引受先とし
て頼りにされている。

地域に対する貢献

【堆肥の適切な管理】
　堆肥の状態を見ながら切り返しを適切に
行って管理し、悪臭や害虫が発生しないよう
努めている。また、換気扇で牛床の真上から
送風して敷料を乾燥させることで敷料交換の
頻度を下げ、堆肥舎が満杯にならないよう調
整している。
【地域の若手グループのリーダーとして活躍】
　同世代の畜産仲間と共に畜産を盛り上げて
いきたいとの思いから、えちご上越農業協同

（写真９） モミガラ置き場（地域循環で連携）

20-11-028　009_事06_渡辺農場.indd   3520-11-028　009_事06_渡辺農場.indd   35 2020/11/18   16:27:172020/11/18   16:27:17



－ 36 －

四校
 
20年11月17日

組合が平成26年12月に設立した、地域の畜産
後継者や若手ヘルパーからなる「上越畜産担
い手グループ」の立ち上げに関わり、そのリー
ダーを務めているほか、令和元年半ばからえ
ちご上越農業協同組合の肉用牛部会の会長と
なり、畜産に興味がある学生の現地受け入れ
や、他の畜産農家の牛舎の視察、防疫演習へ
の参加、意見交換会の開催等を行い、地域畜
産の活性化のために活動している。
【県産ブランド「にいがた和牛」をアピール】
　自家産牛肉の地域の消費者への販売や地元
レストランへの販売により、地元産にいがた
和牛のアピールを積極的に行っている。
　｢にいがた和牛｣ の肥育名人として、高い
肥育技術の普及に協力しているほか、ふれあ
い畜産フェスタなどの県域イベントや地域で
行われるイベントに積極的に参加し、消費者
に ｢にいがた和牛｣ のPRを行っている。

生活の視点の配慮

　従業員の休日は、毎週日曜日と隔週土曜日
のほか、年末年始休暇があるが、必要があれ
ば気兼ねなくとれるように配慮している。ま
た、日々の業務も無理をさせないよう、毎朝、
作業場内にある休憩所でお茶を飲みながら
ミーティングを行ってコミュニケーションを
とるようにし、お互いが気持ちよく働けるよ
うな職場環境を整えている。また、今後、従
業員を増員した際、引き継ぎ作業を効率化す
るため、業務手順等を記したマニュアルの作
成を検討している。

将来の方向性

　自分の代で終わるのではなく、次代につな
ぐことのできる経営にしたいと考えており、
特に自分の子供たちが ｢経営を継ぎたい｣ と
心から思う経営を目指している。それには、
①技術成績が良好、②経営の財務内容が安全、
③利益を出せる、の３点が必要なため、さら
なる肥育・繁殖成績の向上を目指すとともに、
将来を見据えた計画的な経営に努めたいと考
えている。
　経営基盤の強化を目的として、経営の労働
力でまかなえる最大限まで飼養規模を拡大す
るため、現在の飼養頭数から、肥育牛30頭程
度、成雌牛８頭程度を増頭し、120頭規模ま
で拡大する計画である。また、労働力を確保
するため、従業員の増員も検討しているほか、
省力化のため分娩監視・発情発見システム等
のICTの導入を計画中である。
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